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第11期 生 を送 るにあたって

希望 に胸 を膨 らませて学窓 を巣立っ第11期 生諸君!

卒業 おめで と う!人 学 から今目の 日まで を振 り返 って

一人 ひとりが抱 く感慨 は、それぞれ に異 なるであろ うが、

多感 な育年期 を共に過 ごした同期生の間 に培 われた友情

は、等 しく掛 け替えの無い収穫 となった事と思 う。生涯

これを大切に して欲 しいものである。

他国 との間 に武力行使の無 い事 を ・国の平 和と呼ぶの

なら、諸君 は永 く続 いた昭和 後半の,i,和な時代 に生 を享

け、かつ、学校教育 の最終段 階をも迎 える事の出来た、

真 に恵 まれた世代 と言えよう。新 しい元号の初年度、即

ち平成元年 と記 された卒業証書 が象徴 しているよ うに、

諸君の時代 は正に今年 から始 まろ うとしている,,

では、新 しい時代 にはどの様 な展開が予想 されるので

あろ うか。国の内外にその一例 を求めてみると、国内で

は、医学 の進 歩が少 なからず関与 して招 いた高齢化社会

の急速 な進行 があ り、その対策 の重要 な部分 を担 う責任

もまたこれか らの医学 に課 されている。他方 、画期的 な

経済成長が世界の注目を集め るまで になった我国 の国際

的地位は、医学 ・医療 の面で も中国や東南 アジア諸国 な

どへ の協力 を益 々強 く求 められる事態を招 くであろ う。

諸君の前途は、まさにや り甲斐のある仕事 に充ち満 ちて

い ると言 えよ う。

新たに与 えられた医学 上の称号 は、社会が認める医学

の専門職 を意味 して いる。然 しながら卒業時点 における

その認定 は、医学全般の基礎知識が過 不足 な く身に付 き、

これを基に絶 えず更新 される医学知熾 をIE確 に理解 し、

自 らの専門分野 に生 かす能 力の到達度 にある。謂わば自

分 の足で医学の道 を歩み始 める門出を迎 えた段階 と解す

ぺ きであろ う。生涯の専門 を模索 し、広い医学の分野の

何処 に自 らの座標 を定めるべ きかは、ついこの間 まで各

自の最 も悩 んだ点で あろ う。或いは未だ決定 に至ってい

な くともおかしくはないnま して、人学早々に医学概論

なる科目で示 された 「医学 とは何 か」 と言う問い掛 けに、

卒業 に当って それぞれが果た して自信あ る解答 を用意 し

得 たであろ うか?学 年が進 むにつれて多 くの医学知識

に接 し、また医学の 多面性 を知 る程 に、 このテーマに対

す る解答の難 しさを思い知 らされたのではなかろうか。

恐 らくこれは各自が生涯 を通 じて問 い続けなければなら

学 長 下 田 晶 久

ない課題であろ うと考えられる。何故 なら、その解答は

医学の専門職 にある者自身 にとって、白 らの実践 の中 に

こそ見出 される性格のものだか らである。 ただ医学の ど

の分野 に進 むに して も、忘れてな らない一事は、医学の

原点 が人間個 人の健康への奉仕 にあると言 う点である。

集団 の健康 を考える社会医学の分野 や、純粋 に自然科学

的基盤 に立つ 基礎医学の分野 などにおいてすら、窮極の

目標 はそこにあるのであって、その等の研究が人間個人

を見失った峙 は、 もはやそれを医学研究とは呼び得 ない。

今日、生 命科学の領域 は急速 な進歩発展 を遂げ、その

最 先端の担い手は医学以外の専門家 に移った観す らある。

もとより生命科学の分野 において も、その基礎研究 、新

技術 の開発 、成果の応用 など、全ての局面 においてそれ

が人類の幸福とどの様 に関 わるか を慎重に見極め る態度

は、専門 を問わず全ての関係者 に求められて当然ではあ

るが、とり分け医学 を専門 とす る者は、人間個人へ の影

響 を考 える視点 を頑 に守 らなければならない責務 を負 っ

ている,,

ヒポクラテスが医業を天職 と定 め、ギ リシャの神 々に

誓 って自らを律 した議葉が2。400年 を経た今Hな お尊 ば

れているが、第2次 大戦直後、世 界医師会議 がスイスの

ジュネーブで開かれ、この 「ヒポ クラテ スの誓 い」 を基

に現代の医師が守 るべ き規範 を条 文に作 り上げた。これ

が1948年 に世界医帥会議 によ'って採択 されたジュネーブ

宣言である。その第1条 には、 「医師の一員に加 えられ

るに当 り、我が生涯 をヒューマ ニテ ィーに捧げる事を誓

う」 とうたわれている。諸 君はかつて同年代の 多くの志

願者の中 から選ばれてこの旭川医科大学 に入学 し、今、

医学十の称 号を得 て社会 に巣立 と うとしている。時恰も

日本の社 会では医師の養成過剰 が懸念 されているが、そ

れ にしても国民 の中に占める登録医帥の数は、およそ全

人口の六 百分の一 に過 ぎない。 この様な比率で選 ばれた

医人 として、先づ は1司胞 の期待 に、更には広 く人類の期

待 に応 える責任が、まさに今生 じた事を改めて深 く自覚

して欲 しい。 そうしてこれか らの活躍の原動力となる自

らの健康 には充分留意 し、今日までの努力の成 果を自負

と して、勇躍新 しい時代 に立ち向 かわれん事 を心 から願

うもので ある,,
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卒 業生 を送 るにあたって

御卒業おめで とう。

卒業生の多くは昭和58年 の春 にこの旭川医科k学 に入

学 してい ます。私 も同 じ年にこの大学 に赴任 しました。

そ こで、あなたがたとは この大学での同期生 になります

ので、学 年担当 とい うことだけではなく、非常 に親 しみ

を感 じています。

入学当初 「長いなあ」 と思 った大学生活も、今 になっ

てみるとおそらく 「アッ」 とい う闇に終 わって しまった

とい うのが実感ではないで しょ うか。

しか し、責任の ない学生生活 は残念 なが ら(?)も う

終 わって しまったのです。

これからは、基礎医学、社会医学 、臨床医学 と進 む道

は 多少異 なって も、今 日まで学んだ医学の知識 を基礎 に

して、社会に対 し責任 を果たすことが要求 されているも

の と思い ます。 もう学生時代 のように呑気 な生活は出来

ないもの と覚悟 して くだ さい。

この大学 の卒業生 もあなたがたで11期 になり、だいぶ

歴史も出来て きています。すで に大学内では卒業生から

助 教授、講師に昇任 して いる方 々があり、保健所や各病

院の中核 医師と して活躍 している先輩 もた くさんお られ

るわけです、,

私も臨床の教室 を預かっているものですか ら、関連病

院の院長先生や事務長 さん に会 う機 会があるのですが、

その方々か ら伺 う旭川医科大学の挙業生評は非常 に好意

的 なものばか りです。少 しはお世辞もあるかも しれ ませ

ん。 しか し、ほとんどは本音だと私は思 っています。ど

の ような評判かといいます と、 「旭川医 大の卒業生はま

じめだ。熱心 に患者を診て くれる。いばらない。」

この先輩が残 して くれて いる伝統 とい うか、財産 は素

晴 らしいと思 います。特 に異 口同音に 「いば らない」 と

いっていただ くのが私 には気に入 っているのです。 「い

ばらない」 すなわち謙虚 に人やものに接 し、謙虚 に観察

し、嫌虚 に振舞 うのが、医者と しては非常 にk切 な点 で

はないかと思 っているからです、,しか し 「いばらない」

はいいことですが、すこ し気になっていることはこの言

葉の裏に、 「少 々積極性 が欠けている」 とい う意味があ

りはしないかということです。でもそれは私 の思 い過 ご

しで しょ う,,

もう ・つ 、すでに…部 には 「旭川医大の卒業生は腕 が

いい」 とい う評判 がありますが、これがあ ちらで もこち

らでも聞 こえるよ うになれば万 々歳 です。 しか しそれに

は もう少 し年月がかかるので しょう,,
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八 竹 直

かって、ある人から 「まじめで親切 なやぶ医者 にかか

った患者は救 われよ うがない」 と言われた事があります。

もちろん、ふ まじめで 不親切なやぶ医者よ りは良いで し

ょ うが、後 者の場 合は医 者の悪11も いえれば、訴 えるこ

とで も出来るで しょう。 しか し前 者の場 合には文句のい

いようがないとい うのです。このやぶ医者とは医学知識

や技術が乏 しい ことを指 しているのだ と思 います()な に

もこの旭川医科大学の 卒業生がやぶ医 者だなどと、そん

な失礼なことをいっているのではあ りません。 いうまで

もないことですが、医 者としては人格的 な面 と知織や技

術的 な面 の両面 に優 れることが望 ま しいとい うことです。

今年の率業生 も先輩の伝統をまもり、人間性豊かな人

達だ とい うことは疑 いません、あとは ますます医'f知 識

や技術を磨 いて、本当の意味で の名医 になられ るよ う祈

っています。

医学の知識や技術の習得は他の分野以上 に時間 がかか

ります、,また最近 ではその習得 しなければならない量が

どん どん増 えてい ます。学生峙代 にはお得意の一夜漬 け

で切 り抜 けることが出来たかも しれません。 しか しこれ

で は身につ かないのは、あなたがたのほ うが良 く知って

いるで しょう。医者とは 「倦まず たゆまず」 日々研銀 を

つ むことが運命づけ られている職 業だ とは、っねつねい

われるところです、,9期 生 に対 し、宮岸教授 が 「医学 、

医療 を志 すとい うことは、滅 多に息抜 きがで きそうもな

い人生 を廿受す ることで あると覚悟 を決めた方 がよいの

かも知れません。」 とお書 きに なっていますが、その通

りなので しょ う、,しか し悲壮に なる事もあ りません。

5年 後 、10年後 の目標 を目指 して 「Slowandsteady

winstherace.」 で着実 にがんばって くだ さし㌔ この卒

業生全員が名実 ともに 「名医」になられることを心 から

願ってお ります、、

最後 に出典 を忘れたのですが、私 が気 に人ってい る言

薫がありますので、これを皆 さんに贈 る言葉と して筆 を

お きます。

何 事もチ ャレンジすることは苫 しい。

またすぺての努力が良い結 果を うむ ともかぎらない。

しか し可能性の あるか ぎり自分の世界の可能性 に挑戦

していかねばならない。

今までの努力がそれを ささえてくれ るはずである。

(第6学 年学年担当 泌尿器科学講座 教授)
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目標 、 夢 を も って…

カル ガ リー オ リ ンピ ッ ク、

男 予 スピー ドスケー ト500

Mn銅 メ ダル を予 に した黒

岩 彰選 手 が こん な こと を 言

っ て ま した 、,「だ れ が勝 っ

て も心か らおめで とうと言ってやろうと思 っていた。今

日の勝 敗より、 この4年 間 を無駄の ないもの にすること

を一番大切に して きたから」 と。 メダルがとれよ うとと

れ まいと、4年 間の精進の記録 をこれか らの人生 の宝物

にす る、とい う意味 なので しょう。

旭川医大で の6年 聞の学生生活は、私 にとって充実 し

たもので した。 とりわけ、スキー部で距離 スキーをやっ

たのは、学生時代 一番の思い出です、,

目標 を立てそれ に向 かって突 き進 む、それの くりかえ

しで した。1年 の時 入部 して、私は1つ の目標 を立て ま

した。 「国体 に出てみよ うか」。テ ス トの関係上5年 生

の時 にしか機会がないため、5ケ 年計画で この目標 に向

かってがん ばってみました。幸運 なことに、長年の夢で

あった国体 に、昨 年、ふ るさと山梨の代 表として出場 で

き、 そこですば らしい経験 ができました。県代表 として

走 る、H本 で 一番大 きな大会で走 る、あこがれの選手 と

対等の 、匠場で走 る。そ して国体 には、人生 を楽 しむ術 を

知 った選手 と、スポーツ を楽 しむ術 を知 った観客 との交

歓 があります。地 元の人 々の暖 さにもふ れることがで き

ま した。最終 日の リレーでゴール した時 、なぜか涙 が出

て きたのを覚 えています。

思 いかえす と、練習は きつ いもので したが、部内 タイ

ム レースなど≪.カ ゼ をひいていてもケ ガをして いても

出ていま した。苦 しんでいる部員を応援す るのはさらに

っ らいものだ ったからです、,今考 えると、ばかなことを

して いたと思 うのですが。

は じめは、自分 が勝て さえすればいい と思 っていた私

ですが、6年 間で少 しずつ考 えが変って ゆきま した。勝

利 のみ にこだわらず 、自分と同 じよ うに精進 して きた選

乎の存在 を認め、その選 予とかかわって闘 う白分 を見っ

め る、そん な心のゆとりがで きたのでづ㌔

さて、A、 物事の壁 にぶ ちあたったり した時 、勉強 が

大久保 又 一

っ らく感 じられたりした時私は必 ずスキーの事 を思 い出

す ことに しています。そ して、 あの苦 しさに耐 えられた

のだから、今の事だって我慢で きるし頑張 れると自分 に

言い聞 かせ るのです。

そして、物事を積極的 に考 えられるよ うになった事、

自分の峙間 を無駄 のないよ うに使 えるようになった事 な

ども、スキーをやって きたおかげだと思 っています。

卒業す るにあた り、先輩 と して、後輩達 に期待する事

は、何で もいい、ひ とつで いいか ら自分が 一生懸命 かけ

られるもの を持 っても らいたい とい う事です。一っの事

がや り遂 げられた時.そ れは臼信 につ なが ります。6年

間はあっとい う間ですから、何 か しよ うと思わなかった

ら、何 も残 らぬまま学生生活が終 わってゆ くのではない

で しょ うカ㍉,

「目標 、夢 をもって…」 これは私のモ ッ トーですが、

私 の学生時代 の 「目標」 はどうや ら達せ られた ようです。

これからは、医者 としで生 きてゆ くわけですが、今、又、

ある 「目標」 を決めま した。 その考えのもとには、6年

間お世話 になった先生 方、先輩 、同僚、後輩の影響 、環

境 の影響 などが深 くかかわって きています。環境一北海

道 の白然 に少 しふれてみ ます。北 海道の冬 、それは厳 し

いものです。スキーをすることによ り自然 に じかにふれ

その恐ろ しさともい うべ き厳 しさを、自分 なりに知 って

いるつ もりで す。 それに反 し、北海道の夏は最 高です。

晴 れた日などに、近 くの牧場 に走 りに行 き、キ ツネや リ

スに出会った時 などは、ひととき疲 れも忘 れて、彼 らが

見えなくなるまで立 ちつ くしていたもので した。気候は

寒 いなが らも人の心は暖 く、自然 が広大な様 に人の心 が

大 らかな北海道。今の私 に大 きな影響 を与 えて くれてい

ます。

私 は、先生方、先輩方 からいい ものをた くさん受 け継

がせて もらいました。それらの うち、いろんな角度 から

見てすば らしいものを ドの人に伝 える責任 と義務 がある

と思 います。旭川 医大の率業生 であるか らには。

卒業 してからも、旭川医大を誇 りに生 きてゆ こう、旭

川医大の名に恥 じないよ うに頑張 ってゆこ う、 そう思 う

のです,,

ノ

卒業!…この6年間に学んだこと

某 レポー ト未提出の因果

か、 卒業 目前 に なって も

「締切 り』 と格闘す ること

になったが、全員卒業の朗

報 を聞 いて元気 も出て きた。

得点修正 も足切 りもなく、定員も120名 だった6年 前

尾 形 和 泰

この大学 に潜 り込んだ私 を待 っていたのは、全国 ・とも

言われ る過密 カリキュラムで した,,も ちろん体 育など楽

しみ にしていた講義 や実習 もあ りましたが、進 級をかけ

た試験 は4年 の後期 を筆頭 に恐怖 の連続で 、 「♪進級は

気 合いと要領… ♪」 などと替え歌も出 現しま した。この

「詰め込 みと恐怖 の6年 間』 を乗 り切 るには、勉強会 を

4一

,
・範
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「

」

中心 とした任務分担 ・情報交換 ・相 圧扶助 などが重要で

す。私の場 合、31)的 発想で勉強会 をかなりか く乱 して

いた との証言もありますが ・・…。

ところで、なぜ私達学生は知識のPpめ 込みだけに追わ

れているので しょ うか?確 かに医学 は常 に進 歩 し、6

年間 に修得 すべき知識は膨大 な量 になっています、,しか

し、同時 に国民の医療 に対する要求 も多様化 している訳

で 、現在の カリキュラムはこれに対応 しきれず、知識 を

詰め込むために過密化 し、学生の締め付 けがいたず らに

強 まるだけです。

この際 、カリキュラムを抜本的 に見直 し、多様化す る

医療ニーズに対応す ると共に、学生 が意 欲を高めて参加1

で きるよ うな改善 に取 り組んではいかがで しょうか、,そ

の作業に学生や卒業生を積極的 に巻 き込んでいけば、自

然 と学生 の学ぷ意欲 も高 まると思 います(私 達、学生 に

も反省すべ き点は多いのですが …・・)。

私達はもちろん、 「詰め込み と恐怖の6年 間」 だけを

過 ご した訳ではあ りません。特 に好奇心 の旺盛 な私 は、

様 々な事に首 を突 っ込み、多くの事 を学 びま した。

サッカー部では失 う物 もkき かったが(正 常大の脾臓

と血液3E)、 頼 りになる先輩 と友達の ような楽 しい後

輩達 に恵 まれ、学 ぷことも多かった(た だ し、ボールの

蹴 り方 ・いなチューは除 く),,ク ラブをや ることは、卒

業後あらゆる場面 でチーム医療 とい う共同体 に係 わる私

達 にとって、必要 不可欠です。 それと在学中に1度 は入

院すること(患 者の立場 から見 ること)を 勧 めます。

大学祭 「実行』委 員では、自称 アイデ ィアマンの本領

発 揮で、無責任 な思 いつ きで混乱 を招 いたが、パ ンフの

広告取 り、 トラックの運 転、Tシ ャツのデザインなど貴

重 な体験 は数 えきれない。 また、執行委員 としては、国

会請願や対出版社交渉 などへ参加で きたことと共 に、学

生総会の成立を味 わいま した。先 に述 べたカリキュラム

改善問題やサークル棟 ・寮の建設問題 など学生 の様々 な

要求 を実現 するためには、皆で討論 して行 くことが重要

と思 います。今年は是非 とも成功 させて下 さい。

・昨年の夏、この旭川 に千名近 い医学生 ・医系学生が

集 い、第30回 全国医学生ゼ ミナー ルが開 かれ ました。自

主的学術x化 活動の総集約 の場 ということで、私 自身 も

分科 会を持 ち臓器移植 をテーマ に発表 しま した。維で も

講義以外 に自主的 に学ぶ要求は あると思 います。実際の

医療現場 を見たいとか、試験や講義 とは別 に、特 に興味

を引 く分野 があるのではないで しよ うか。 これ に正面 か

ら取 り組む姿 勢が、将来のよりよい医師 ・研究者へ生 か

されると思い ます、,特に新 入生の皆 さんは、今はまだ新

鮮 な学ぷ姿勢、好奇心 を大切 に し、予想とはかなり異 な

る講義 などにひね くれ ることな く、今後6年 間 を過 ご し

て ドさい。 また、医ゼ ミの報告集 を読んで いると思 わぬ

ところで役立 ちます(レ ポー トや試験で)。 も し、機会

があれば医ゼ ミにも参加 して、よ りよい医師 ・研究者へ

の道 を考 えるきっかけに して 下さい。

ここまで思い付 くままに書 いて きま したが、最後にも

う 一つ助 言があ ります。自分達 の生活や医学 ・医療をめ

ぐる情勢の変化 か ら、 目を背けないで欲 しいということ

です,,例 えば、新 入生の17期 生 が今後6年 間 に納める人

学 金 ・授業料は、私達の それよ りも80万円近 くも増 えま

す(中 占卓が1台 買える金額で す ヨ)。 さらに20歳以上

の学生に国民年金 の加入 を強制 し、月々8千 円 も徴収 さ

れます。卒業 して国試 に合格 しても、保険医 インターン

制度や 「專門医』法制化のバ リアーが待っtl7能性 もあり

ます。-/i、 この6年 間で老人保健法 ・健康保 険法 ・国

民保険法 ・新医療法 などの 『改悪」 や、公的医療の切 り

拾 て、民間活 力導入などで、弱 い立場の患者 が不利益 を

被 っていることも忘れないで 下さい。

最後 になりま したが、いろいろ とお世話 になった職 員

の皆 さん、先't11に 心 か ら感謝 したいと思います。そ し

て共通 一次世代の仲間達 よ、6年 間は思 ったよ り短い ヨ

いろいろなことをやって、有意義 に学生生活 を過 ごして

ドさい。

卒 業

樹氷が きらめく寒 い季節

を迎 えて6度IIに なりま し

た。あた り 面 真 っ自で 、

雪 しか目に人らないよ うな

印象を受けて初めて旭川 に

降 り立 っ た あの 日か ら、確 実 に6Tが 過 ぎよ うと して い

ます。 ・瞬 の様 に も 、 また生 きて きた時 間 全て の様 に長
r.a

く も感 じ られ る、不 思議 な"時 間"で した。
rs

私の"時 間"の ほとん どが体育館の中、そ してバスケ

ッ ト部の中に流れています、,振り返 ると、春 夏秋 はバ ス

ケ ッ トボール、冬の試験週 のみ勉強 とい う繰 り返 しをと

うとう卒業の今 まで続 けていた ようです。高校時代 、膝

秋 葉 真 弓

を痛 めて から運動 はひか えていた為、バスケ ット部で は

主務 に専念、 しかも男子 、女rと もにで したから、1週

間の うち体育館 にあらわれない口はほ とんどないといっ

た風で 、私の顔 や名前 を知 らない人で も、体育館内か ら

始終響 きわた る 「怒声1に びっ くりした事 があるかも し

れません。人学 当初は慣 れぬ仕事 を覚 える事に必死 で、

顔 を真 っ赤 にして小 さな声を数同出 せる程度だ ったのが、

何年かの うちに、自分で も思 わず口をお さえる程の大声

(しかも 「おっかない」 言葉)を 顔色 も変えず に出すよ

うになってい ました。 そん な事 などおかまいな しに、魔

の試験 を乗り越 え進級の喜び一杯 の3月 末 から、暑 さで

全身が溶 けて しまいそ うになる8月 初めの東医体 まで、

J



頭 の中全てをバ スケ ットー色 にして、毎日毎 日勝つ その

日まで4力 疾走 していま した。気持 ちのいい、 きっと2

度 と味 わうことので きない風が私の まわ りに吹いていた

よ うな気が します、、

1年 目銅 メダル、2年 目金 メダル、全て素晴 らしい先

輩の おかげです。この頃は まだ縁の下の力持 ちに さえな

っていませんで した。3年 目、新チームになって予想通

りの完敗。女r部 をつ くった尊敬す る先輩 が卒業の年で

した、,頑張 らなければと、心 か ら思い ました。4年 目、

5年 目と 「旭川』 の実 力を発揮で きずに負 けました。「後

がない。」 という実感 と、自分の役 目に関 しての伸 び悩

みを痛切 して いました。選手のよ うに、練習量がチーム

の原動 力に直結するのとは違 い、努 力が必ず しも良 い成

績 に結 びつ いていない、と。6fi口 、惜敗で した、、初め

ての寒い夏で した。寒 さが幸 いをもた らして くれるはず

の夏 が何 か違 っていま した。

この年は、†務を越 えて指 導にも重点 を置 いた年で 、

すで に私 にとっては贈 り物 ともいえる北医体優勝 を成 し

遂 げていま した。実習後 あわてて旭川 を発 ち、青函 トン

ネルを越 え、 車中で睡眠 をとりながら着 いた秋 田での事

で した。それ から2ヶ 月半後、全てが終 わりました,,3

年前、率業 された先輩 が、 「勝 てなくてよかったの。皆、

これ からまた頑張 れるで しょう。私は皆 と今 までバ スケ

ットをやって これただけで充分。」と言って、買った風船

を酔 って空 に飛ば し泣 きじゃ くっていた姿 力偲 い出 され

ま した、,その峙 の 気持 ちが私 に もよ うや くわ か るよ うに

なっ て い ま した,,6年 間 、精 一杯 バ スケ ッ トをや っ て き

て 成 積 を 残 せ な か っ た の は 悔 しい 、で も素晴 ら しい先

輩 や後 輩 、 そ して同 期 に恵 まれ 、 旭川 の 美 しい四季 の中
rs

で 、 そ ん な人達 と共 に過 ご した"時 間"は 何 に もか え が

た い 、 そ う思 えて 仕 方 あ りませ ん 。 バ スケ ッ ト部 にいた

こ とに よ って それ を越 えた 人 との 繋 が り、 感動 を学 ぶ こ

とが で き ま した。

大学 の まわ りは四 季 を通 じて 美 しい 自然 にあふ れ て い

ます 。1人 で は恐 ら く、 その 自然 にふ れ る事 も少 なか っ

た で しょ う。何 度 仲 間達 と 、大雪 のlll々 や 美瑛 の 丘稜 地

帯 に足 を運 ん だ こ と か。満 天の 星 空 の中 、 しば し我 を忘

れ た事 も あ り ま した。 高校 まで 嫌 い だ った スキー も、部

の仲 間 と泊 りが けで 行 っ て か ら楽 しさを知 り、"滑 る 、

ころ ぷ"が 禁 句 と され て い る今 年 さ え、 皆 と滑 り ま した,,

これ だ け滑 ったん だ か ら、 も う"滑 る"こ とは ない 、 そ

れ を4月 に向 け て願 うば か りで す 。

1っ のボ ー ル に熱 中 した仲 間達 、 試験 や実 習 を通 して

泣 い た り笑 った り しなが ら同 じ時 を過 ご した気 の お け な

い仲 間 達 。 今 、 こ う して私 が卒 業 して いけ るの も、 あ な

た達 の お かげ です 。 最 後 に な り ま した が、心 か らあ りが

と う。 そ して 、生 意 気 だ っ た子供 を医師 の卵 まで 育 てて

ドさっ た諸 先生 、6年 間 大 変!]世 話 にな り、本 当 にあ り

が と うご ざい ま した。

昭和63年 度講演会一覧

昭和63年 度 に本学 で開催 された講濱 会は次の とお りです。

開 催 日

6月ISQ

(土)

演 題 演 者 担 当 講 座 等
㎜

免疫組織化学的手法による視床 ド

部 一下垂体系の機能形態学一
　 -　 　

思春期発達と神経内分泌

徳島大学医学部
教 授 大 黒 成 夫

解剖学第二

7月12日

(火)

ス イ ス ジ.L一 プ大学

教 授 ピエ ー ル ・C・シゾ ネ ン コ
小児科学

一}一 一.

小児科学
一

7月12fl

(火)
軟骨 とホ ルモン

フ ラ ンス パ リ大 学

教 授 ラフ ァエ ル ・ラバ ポ ー ル
　 一一

順天堂大学医学部
教 授 奥 村 康

8月5[

(金)
リンパ球機能分子 と免疫応答

.一冒　 胃一一 「

アメリカにおける虚dlL性心疾患の

現状 一基礎 と臨床との接点一
一.一

病理学第二

8月9日

(火)

マサチ ューセ ッツ総 合病院

安 田 常 宏
内科学第 ・

9月7日

(水)
麻酔と合併症

一.」 一 一 ・一

ア メ リカ

ー 一 一

艮崎大学医学部
教 授 後 藤 裕

}

神戸人学医学部
教 授

麻酔齢

10月7口

(金)

」一.「L一

医療情報 システムの導入 にっいて

一.一

馬 場 茂 明
医療情報 システム企画

室

11月10日

(木)
神経伝達物質と情報伝達機構

.醒

広島大学医学部

教 授 瀬 川 富 郎
薬理学

一

12月15日

(木)
歩行運動の脳幹神経機構

東京都神経科学総合研究所
副所長 島 村 宗 夫

生理学第二

s
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昭和63年 度

4月
8目Ii召 和63年 度 娼 冷」℃(於 体 育 館)

「新 人 生120名

18i1米 斤ノ＼'1=石斤fl笠 第ll
へ

igli手[i室)

う ち 女1乙 芦芦'仁34名}I

l](於 第2-4一 ヒ ミナ ー 室 、

F澱 ♂南
,噸

鞠

』
閥

塾 髄 』.

』

3()}{'詐 イ立β己乎要 与∫℃ 〔ゐ恐 第 一二会 け義て嗣)

Gそ 位 記 被 授1}者1名 〉

第14回 医大祭

7月

新 入生研修(第1回 目)

5月
1:う1「1字 ミr}11illミi7禦ト1ユ/ト与欝r卜季各 渚 づ産ノ乏

体 『1;恰格 渚98名 、 合格 率 tia.R°u1

6月
1611算 写141口i「隼ミメく劣{

ら

19日 一∫ マ:命 び)輝 きを求 め て

(医 た祭実 行 委員 会 委員1ヒk島 昭 博 〕

8目 第;irk回北 海 道 地 区 大学 体 育 大 会
t

lO日eli番 校 北 見Il裳 大'11た)

「本 学 参 加 種 目1陸 ト競 技(k>一 鄭 田式 野 球 、

バ ノ、ク ノ ト7!ミ ル(男 女)、 バ レ ・7i、1レ(男)、

}ナ ノカ ー 、 弓tちR(㌧ 弓 なつ 、 ノくド 三ン トン('/,4ぐ)、

剣 道(男 女)、 弓 道 〔男 女)、

b～こ糸n:1メ ～r:ilメ く」層1た【Ill71Lン:、なrr・34大'f:【irgfLレ:

:～〔)}1第;il【rrl俳 〔rI本L冥 手ζ十';た'tモ糸惹 合fT育 大 会 寡:季 大fヤ
も

8月3[1(仁 ノ芦1渉交 筑 イ皮,人(学L塾iノ}会嘩 ド弓ド診君旨)

「本学 参 加 種 目 〕 陸L競 技(男 如 、 準 硬 式 野 球 、

硬 式 庭 球(男 女 凪 軟 式 庭 球(男 如 、 卓球{男

女}、 バ レ ー ボ ー ル(男 女)、 ハ ド ミ ン ト ン 〔リ}

女)、 ナ ノカ ー 、 ハ ス ケ ソ トボ ー ル 〔男 女)、 柔

道 、 剣)首,弓)首 、 空 ナ・、 水 ～永(男 女)、 ゴ ル フ

b覧糸者:系 窓合・35人 こド諺iい15イ ウニ



一

8月
1目 保 健 管理 セ ン ダー 所長 に並 木1E義 〔内 科学 第 え講

座 教 授 〉が発 令 され た.

11日 昭 和63f卜度 率内骨式(於 本学 納 骨 堂)

511
も

28日

9月
昭 和6:号隼度 公μ卜II溝座

「ホ ルモ ンと病 気1

公 開 講 座

7日f乍 ・LCメ(会(iこf羅 学 生)

「学 乍 対 ナ∫tltワ カ ー 、 バ ス ケ ノ ト;r一 ル 、 縦1引

き、 リレ ー、]C入 、れ

「有志 対抗1バ レーボ ー ル、 ソ フ トホ ール

21日 昭 和63年 度 解 剖体 慰 霊 式 並 び に ∫(部k臣 感謝/犬伝

達式(於 体 育館 ・第1セ ミナー 室)

3011学 位 記 授 与式(hA第=∫ セ議 室)

Gな 位 記 被 授 与 者6抑

10月

1711第31回 東 日本 医手斗学 生総 含体 育 大会 冬季 た会
s

ノ己年3月24El〔 ド管 校4〔 京 医 科 大 学)

〔木 学 参 加 種HIラ グ ビ ー 、 ス キ ・

27}i若 斤入!仁fi斤fl峯 第:～1【11H
～

1111・1H(方 冬 第4モ7ミ 冒r・一室 、 イ…11={{)

11月

5日 承学記念日

12月

17口r,ヤ ー 教 室(於 北k雪 ス キ ー場}
～

18ill溝 師4名 、 厚 生 補;ttYI.1会 委 員1名

参 ノ川学 生2〔〉名

s

瀞 ・

短 碗 ノ

24H学 位 記 授1メ式 〔於 第=会li義 室)

(学 位 記 被樫'∫ 者7名}

スキ ー教 室

18日
～

191i

°1日
～

22日

28[
～

1月
冬 」}≒体ff大 会

「掌 「r:x.+抗rバ ス ケ!ト ホ ール 、'

斗三成 ノ亡年 度 た1;り ＼学p選 抜1[通 第

〔4く掌 会場fi14名)

':'中 リ ノノノ ー

次 学 ノJI式験

2月
層卜成 ノ亡年度旭川医科 大学 人学 者選抜第2次 試験

3月ll1〔 受 馬亀者590名)

3目

Il日

18月

35f1

3月
馳卜成 ノ亡年 度 旭川 医 科 メく学 尺学 院 入学 者選 抜 試 験

(受 験 者16名)

'F成1亡 年度 旭川 医 科 た学 メく学 院 ノ＼『1」そ辞選 抜 、i撒合

格 者発i表(含 格 脅14名}

・}モ成 ノ亡`ド度 ノ[[川医 訴斗たF≠入学 者選 抜 第2♪ 欠試 験 合

格 者発 表 恰 格 者is{}名)

学 位 記 授1チ犬 〔於 祥～=会li義室)

〔学 位 記 被授lj・lfB名}

第11回fi¥;Y:証tc授 与一式 〔於 体 育 館}

い;&二業生1:13名1

(庶務 課 ・学生 課)

留
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内科学第二講座

当教室 は昭和49年4月 、

石井兼央教授 によって創設

され ました。昨年3月 、初

代石井教授は停 年退官 とな

り、昨年8月 、第二代の牧野勲教授 が就任 されま した。

創設以米15年 目となり、牧野 ・新教授 をお迎 え し、教室

員 ・同は、創設期は終 り、新 たな発展期 を迎 えた と考え

て おり、「1夜、診療 ・研究 ・教育 に励んでいる現況 です。

当教室は、肝胆膵 、糖尿病 、内分泌、神経学の講義 を

担当 してお り、それに従い、現在のところ、肝胆、膵臓

病 、糖尿病の3っ の研究 グループがあり、また将来的 に

は内分泌および神経学の研究 グループを発足 させ る予定

です。教室員は入局後1～2年 間当科 および関連病院で

初期研修 して帰局 した後、上記いつれかの グループに属

して研究活動 に入る体制 をとっています。

まず肝胆 グループは牧野教授の御指導のもと、秋山講

師 を中心 に診療 ・研究 を行 ってい る。牧野教授は胆汁酸

胆 石溶解療法の開発 、血中胆汁酸測定の実用化、胆汁酸

免疫学的測定法の確立 など、胆汁酸研究 において国内外

の指導的立場 にあ り、赴任 されて問 もあ りませんが、教

室のメインテーマと して さらに発展 するものと期待 され

ている。秋山講師は肝癌 における還元型 グルタチオンの

腫瘍抑制効果や塞栓 ・局注療法 に関す る研究 を行ってい

る,,小笠原助手は細菌学教室の御指導 を受 けなが ら癌抗

衛 藤 雅 昭

原 に関する研究 をすすめている。膵臓病 グループは初代

石井教授 のメインテーマである膵癌や膵 炎を中心 に、厚

生省難治性膵疾患調査研究班員 と して活動 している。小

池助予はアルコール性膵 炎の発症病理にっいて実験的研

究 を、林助 手は膵 癌の化学療法 や腫瘍マーカー に関す る

研究 を、鵜飼助手 は急性膵 炎の多臓器障害 における活性

酸素の関与 にっいての研究 をすすめている。米国 ネブラ

スカ人学 に留学lllの滝山助予は、膵癌の発生病理 につい

て免疫組織学的 に検討 している。糖尿病 グループである

が、渡辺講師は本学生物学教室(美 甘教授)と の提携の

もとに、自然発症糖尿病動物 を対 象と して、糖 尿病の発

症病理 やその合併症の発生機序 を研究 している。森川助

手は糖尿病性腎症 の発症機序 やその予知 に関す る研究 を、

岩島助手 は糖尿病 にお ける膵内分泌異常 に関す る研究 を

すすめている。最後 に、衛藤 は厚生省原発性高脂血症調

査研究班の一員と して、脂質代謝異常 とくにアポE遺 伝

子 と高脂 血症、動脈硬化症 に関 して研究 してい るが、4

月から米国へ留学 する予定 である。

以r.、 紙面の都合で助 手以 トの教室員 しか紹介で きま

せんで した が、医 員の先生 ノ∫も活躍中であること、また、

本学検査部(林 先生、森山先牛)と の共同実験 も進行中

で あることを申 し添 えたいと存 じます、。

(第二内科 講師)

ス キ ー 教 室
12月17日 しD・18日(日)の 両 日、恒 例 の ス キ ー教室 が 、20

名 の学生 の参 加 を得 て 、北 大雪 スキ ー場 で実 施 され た。

第1日 目 は午後 か ら大 学 を出発 した た め、 講 習 は なか

っ た が、2日 目に は吹雪 で リフ トが時 々停.r.す る悪 条件

の な か、9時 か ら3時 半 まで 、 熱心 な講 習 が行 わ れ た。

(学生 課)

学生証の更新及び査証について

〆-＼

・編

スキー教室

f証 は、3年 毎の更新 又は毎年度の査証が必 要です。

平成元年度も4月1日(Dか ら次 により行 うので、忘れ

ず に手続 を行って くだ さい、,

○昭和61年 度及 び昭和58年 度入学 者

更新 が必要 なので、学生課学生係 で旧学生証 と引 き

換えに、新学生証 を受 け取 ること。

(まだ、新学生証用写真 を提出 していない学生は、至

急提出すること。)

Ok記 以外の学生

査証 が必要 なので、学生課学生係 に学生証 を持参す

ること。

(学生課)
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学生教育研究災害傷害
保険について

本 学 は 、学 生 の教 育研 究 活 動 中の 不慮 の災 害 事故 補 償

の た め に 「学 生 教 育 研究 災害 傷害 保 険1の 賛 助 会 員 大学

と な り、加 人受 付 事 務 な ど を行 っ て い ます,

昭 和63年 度 の[罫故 発'k件 数 は23件 で 、事 故 の態 様 は課

タト沽 動Ilrl8f牛 、Ilこ1課lll5f1と な・・♪て い まe、

本保 険1.t、r-'1"の 互肋 共済 を芯本 と して_,さ れ てお

り、学 生生 活 中 のh・ の場 合 に備 えで きるだ け全 員加 入

す る よ うに して くだ さい、.

加 入F続 は学 生 課 厚生 係 で 行 っ てい ま す。 受f寸期 閻 は 、

4月1日 …4月28H及 び10目111-..10月31日 で 、 保 険 料

は 次 の と お り で で.、

ー

ワ
】

3
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第
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年

}年
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葱 糾

江端 英隆

Breakthrough

最 近 、消 化 器 、 移 植 関 係 の 学 会 の ワ ー ク シ ョ ・ブ で 、

e々 「・…-brewkthrOugh・ ・・… 」 と し・う ダ イ ト1レ を5己 力・

け る が 、話 し の 内 容 か ら はhrcakthroughと い)言 葉

を 使 うの1よ と て も お こ が ま しい と い う も の が 多い.私 の

専 門 と し て い る 肝 ・Or"の 職 器 、 細 胞 移 植 は ま だ 約 覧F世

紀 の 歴 史 に 過 ぎ な い が 、breakthroughと 「亨え る進 歩 か

確 実 に あ っ た.,肝 臓 移 植$196;3年 当時 コ ロ ラ ド大学 外 科 に

い たStarzl教 授 に よ 一.・て 臨 床 第 ・例 が 行 な わ れ た

1980年 に 、 臨 床 の 場 に ア サ.チ オ フ.リ ン に 代 る 強 ノJな 免 疫

抑 制 剤 と し て げ イ ク ロ スホ リ ンA(CsA)が9t;,,寸 る ま

で は 、 欧 米 の 約5施 設C'、1年 間 数 例 一.20fク1」が細 々 と 行

な わ れCい た に過 ぎ な か 一.)だ.、 ち な み に 、 ヨ … ロ ノハ の
.-/iの1il.で あ る ケ ン フ1'リ ・ノジ た学 外 科 のProf

.Calne

の1968f}モ に お け る最 初 の8f列 よC'よ19遁ll昌1を 最 長 生 存 と

し て 術 後1日 か ら11週 まC'に 全 てdiedで あ ・、た.9例

Hに5`卜2カhと い う長 期 生 存 者 を 出 し た が ロ ン ト ンの

kinks'collP(;Phospitalで1'度 伺寸f妾5町tl1(ノ)ニ プ)患 ～〒

と偶 然 会 ・・♪た が 元 気 で あ)た 、CsAが 導 入 さ れ た1980年

1'1,iiiの1年 生 存 率 は35%前 後 に過 ぎな か ・,た が 、17,後 で は 、

1年 生 存 率 が7〔1-80%、5年 生 存 率 約65%に な一ノた の で あ

る か らc;5nの 発 見1よ ま さ し く 肝 移 植 成 績 をbreak

thr{川ghさttた も の で あ ・・♪た,そ れ 以 来 、 症f列 数 は/セ 世
'帰rl勺に うな ぎ 昇 り に1='rfl

.、Stnrzl孝 文授 の1.ノ ツ パ ・

グk;=外 科'で は1988玄Fσ)1年 間 だ け で50〔)f列 に も 達!.よ

')とLて い る
、、肝 移 植 は こ の ≠.う な 成 績 の 向Lを 背 景 に

ア メIJカ'C'lkl983年 公1「悪≦受力{1桐か れ て 、are多 衙肖∫二'菱;よ奪、

1.#やPxperimental'C'は な く 、棋 朋1疾 患 に 対1る ・般

的 治 療F段 で あ る こ と が 確 認 さ れ た.こ の 会 で の 認 定 ≠,

あ る惹11未て冠よbreakthroし ■ghと 言 ・ゲ(も/:い ち ♂)'であ

る 、、r;tt`Ccら 、 こ れ を契 機 に臓 器 移 植 にkf.1.る1一 プ イ

ネ・一タ ーな どv)缶rl度v)i「 、 ギ台療 費 ぴ)f呆f建i箇F応 な と 月蔵器÷

移 植 の 推進 に は な く て は な ら な い 二 と が 急 速 に 前 進 した

か ら で あ る.好 条件 が 整 っ た 二 と に よ り 、1982年 に は 我

れ も我 れ も と 北 ア メ リ カだ け で も 肝 移 植 を 仔 な う施 設 は

36に もの ぼ.・ た.,多 過 ぎ て 成 績 の 低 ドを 招 く危 惧 か ら1

年 闇1()症 例 に 満 た な く 、 か つ1年 生 存 率6〔〕%以 ドの 施 設

は 切 り捨 て ら れ る 方 向 に あ る.肝 臓 移 植 に お い て 面 白 い

二 と:よ 、tlつ}しT)月干円蔵 を そ(7)ま.麦1二 し τ1㌧ うlflCI希 多舶肖一d一る

異 所 性 移 植 が う ま く い か な い こ と 、 腎 移 植 な ど で は 絶 対

(i'9地位 に あ るHLA適 合 性 が 金 く無 視 され て い る ば か り
一ひ な く

、ABC)不 」箇 合』の 人 か らv)朋 ¶蔵てトち 移 挙直 され て 才f

り長 期 生 存 が 匹1∫能 な こ と で あ る1..

膵 臓 は 肝 か ら遅 れ る 二 と3年 、1966年 米 国 ミ ネ ソ(/た

学 で 第 一イ列が 報 告 され た.全 脾 に1一 甘旨腸 をっ け た 生 理

白勺ノ∫法 で あ.)た,膵 は 膵 液 が 漏 れ ろ と致 死rl勺な 含 併 症 と

な る た め 、膵 管 を ど う処 理3る か が 大 変 な問 題 で あ.た..

二 の 点 を 解 決 で き な い ま ま 、 そ の 後 膵 移 植 はf紬1能

と!.て 見捨 て ら れ た ま 圭 に な た.F3rNakthruuKhの

第 一【1111:31978年 フ 』♪ン ス ・リ ヨ ンv)Dr。Ihrhernard

が膵 体 尾 部 の み で 、 膵 管 内 に 高 分 アーホ リ マ ー を(7:し て

充 填 閉 塞 し、 外 分 泌 紺 織 を 廃 絶 し た 形 び)移 植 法 を 開 発 し

た 二 と に よ る.こ の 方法 は 簡 単 で 合 併 症 も 少 な か た の

で 、19ti2年 に は1331列 もv)移 植 が な され た.Lか し、 な む

そし∫)1年 声仁{了 率1よ40%に ≠ノt141ノレ・.ボ、therapruticSとL一 ご

公 認 さ れ る に1よ ほ ドi堂 い も のcあ,た.次 のbreak

through:‡:i汽 の2、3`r前 に 起.,た そ れ;ま 雀刀f列に子f

な わ れ た 全 膵 に ト ㌃指 腸 を 含 む 牛 理 的 な 加 ノ1で あ る か 、

叫」喉 は ト ニ指 腸 と 膀 目Kを 吻 合Lて 尿 の 中 に膵 液=YOIL弓.と

い う`Jの で層あ る.戸 げ チrブ リ ン、 フ レ ド ニソ17ン 、CsA

そ れ に抗 リ ン ハ 球 「航清 のn剤 をIIII時 に使 う強 わ な 免 疫 抑

1削浸…と率目ま ・)て 、 二の 最 も休;厨貯見さ れ て き ノ・膵 種ニヰ直し7)1

年'r存 率 を88%ま て阜急LriHさttた 厨ミlllび)ア ミ『♪..ヒ 」)

県 を測 定 す る 二 と に よ り拒 絶 反 応 を 直 ち に 判 勘`き る と

い)の も 、 成 績 向Lに/:曳 な 霞 献 右rし て い る..瞬 移 植 の

二 のbreak吐hrし 川ghは 、 糖 尿1丙 で 種 々(ノ)合 併 症 を ち ち

病 ん で い る 人 にt客 く 、 大 変 な福}Y.IIとな る で あ ろ うBreak

thr・ughが 続(日 芋lt続 くt,の で 一987∫1モ 、～1・r⇔lisink

学 外 科 のProf.13plZPrは 、.これ ヒ(、肝 、 膵 の 保 存 法 と

L.て1〔'1年 工り、Lt.用 き れ て ヤたCollins液 に代 る ち の と

L'て 新1.い1呆 イ字評鹿IUnR'PI'tiltyWisr・onrinS可,lu重ion)

を 開 発 した.二 れ を 使)と 肝 と1轡 の 二 れ ま て▽)安i.iir.4.存

rt.チ'、6-8H占 …「1「1、1?Ili…r7右'・気 に二2f～㌣1二を旦⊇」を しノ」'..今・

後 さ ら に 延 び るで あ ろ う 二のuWsolutionの 開 発 に

1.り 、.二 れ ま で 夜 中 を か け て 行 な わ れcい た 丁・術 けif闇

力)・・く り と"jllに な る ば か り か 〔肝 移 植f・ 術IIキ間 は 糸くワ8

24噂 間 、";Nr.tfi-811;t問)、 数 少 な い臓 器 の 存 効 利 用

力・n1向旨と な る ま た 二 び)」夜 の 使 用 に よ り'v卜戸妾ぴ)合f}F嚇:と

Lて 恐 れ ら れ て い たmt管 吻 合 部 のdig.栓 形 成 、 理 由 の 明 ら

カ・』てトな しLnonfuncti〔,n〔i量f移 柄肖it余1乖 …な く,と 才しる)カ ニ

激 減Lつ つ あ る 辛ll1胞と1で の 膵 ラll;占、 肝 細 胞 移 植zの

i,teakthroughは.二 」)4、5`i乱1咳1人1に イ覧々d)」.て"IL二 芳5/J

i 、い イつ

〔外 科 学 第=、i茜 座Uh教 授}

10


